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論文審査の結果の要旨

1.研究目的の評価

大腸菌のDnaJとの相同体である熱ショック蛋白４０(HSP40)が免疫学的反応性を

介して、潰瘍性大腸炎とクロ－ン病の病態形成に関与するか否かを明らかにしよ

うとするもので、目的は十分に妥当である。

２．研究手法に関する評価

潰瘍性大腸炎２６検体、クロ－ン病１７検体の病変部位のHSP-40, -60, -70の発現

をCD68との二重免疫染色法にて同定し、さらに血清中抗HSP40, 70抗体価をELISA

法にて測定したもので、研究手法も妥当である。

３．解析・考察の評価

HSP40は潰瘍性大腸炎のCD68陽性細胞即ち抗原提示樹状細胞に高発現し、しかも

血清中の抗HSP40抗体価は限局型にのみ高いことからHSP40の免疫学的挙動が本

疾患の病態形成に関与することを明らかにし、今後の炎症性腸疾患の免疫学的研究

への新たな進展が大いに期待される。

以上のように、本論文は炎症性腸疾患、特に潰瘍性大腸炎の免疫学的な病態

基盤の解明に貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の

学位に値するものと判断した。
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